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知っておきたい眼のこと

～よりよく見えるために～

指宿医療センター

眼科 尾辻 太
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本日の講演内容

眼疾患の現状

各眼疾患について

当院での診療
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日本人口の推移

第二次ベビーブーム



加齢による眼疾患

老視

白内障

緑内障

加齢黄斑変性

網膜の血管障害など

(糖尿病網膜症、血管閉そく症)
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視覚障害の原因疾患
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（日本眼科医会，2009年）



緑内障
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視神経と視野に特徴的変化を

きたす病気
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（The Tajimi Study Ophthalmology 2004）

• 加齢に伴い発症しやすくなる病気

• 40歳以上の20人に1人が発症
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• 患者数約300万人

• 全体の74％は正常眼圧緑内障

• 初期は自覚症状に乏しい

(何となく見えにくい、かすむ)

• 進行ゆっくり、慢性疾患

• 元に戻せない

• 治療は眼圧下降(点眼、手術)

（目的は進行を遅らせること）
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緑内障は

早期発見・早期治療が重要

40歳を過ぎたら定期的に検査を
しましょう
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緑内障になりやすい方

• 身内に緑内障

• 近視が強い

• 眼圧が高い

• ステロイド治療を行っている

（広報いぶすき，2015. Aug. vol.116 ）



糖尿病網膜症
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糖尿病に合併する眼の病気

本邦の糖尿病患者数：950万人
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•網膜症発症には血糖コントロール
(HbA1c)、収縮期血圧、罹病期間が
有意に関連

•網膜症の罹患率は、糖尿病罹病期
間10年で30～50％
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•網膜の細い血管が少しずつ傷んで、
変形したり詰ったりする

•出血、血液成分が漏出

•新生血管、硝子体出血

単純網膜症 増殖前網膜症 増殖網膜症
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• 糖尿病患者の約4 割が網膜症を
発症（患者数約300万人）

• 初期は自覚症状に乏しい

（約3割は眼科受診せず、初診後の
約半数が受診中断）

• 若年での発症の増加と重症化

• 治療は病気の進行を抑える

（レーザー、硝子体注射、手術など）
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• 糖尿病網膜症も緑内障と同様
早期発見・早期治療が重要

• 糖尿病と診断されたら、必ず
一度は眼科を受診しましょう

受診間隔
網膜症なし 1年に1回
単純網膜症 3～6か月に1回
増殖前網膜症 1～2か月に1回
増殖網膜症 2週間～1か月に1回
＊黄斑浮腫を合併した場合は例外
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• 平成27年4月13日 外来診療開始

• 基本的に月～金の午前中外来

• 午後は手術、特殊外来（視野検査、
レーザー治療、造影検査、硝子体
注射など）
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• 平成27年5月19日入院手術開始

• 基本的に月・火・(水)曜日の午後

• 外来受付は午前10時までとなりま
す（木・金曜日の受付は11時まで）
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平成27年度手術
（平成27年5月～平成28年3月）

２０１件

• 硝子体注射 １０２件

加齢黄斑変性、糖尿病黄斑浮腫、
網膜静脈閉塞症に伴う黄斑浮腫

手術実績
白内障手術 １７５件
硝子体手術 １５件
翼状片手術 ８件
その他 ３件



まとめ
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• 加齢とともに眼疾患増加

• 緑内障・糖尿病網膜症は早期発
見・早期治療が重要
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ご清聴ありがとうございました


